
 

 

市内には３６番から５３番の

合計１８か所の札所
ふだしょ

があります。

このうち、お寺として現在も

存続
そんぞく

している、または大師堂
だいしどう

や

石柱
せきちゅう

が確認できる札所は１６

か所（戸ヶ崎地区の３か所と、彦

成地区の１３か所）です。残りの

２か所は廃寺となっています。 

彦成地区一帯は中川の自然
し ぜ ん

堤防
ていぼう

という微
び

高地
こ う ち

にあり、早く

より人々が住んでいた地域で、

お寺も多くあります。 

 

 札所の目印である石柱には文

字が刻まれており、その場所が

札所であることを示しています。

また、道しるべとしての役目も

ありました。風化
ふ う か

して読み辛い

ものが多いですが、当時の人々

の気持ちになってじっくり観察

してみてはいかがでしょうか。 

 

 足をのばして葛飾区など市外の札所も一緒にめぐってみるとより

多くの文化財をめぐることができます。 

Ⓒ三郷市 2009 



３６番：観音寺
かんのん じ

（戸ヶ崎２１５１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

石柱
せきちゅう

は境内
けいだい

向かって右手に１基
き

あります。 

造立年
ぞうりゅうねん

代
だい

は不明です。 

 

 

３７番：常
じょう

楽寺
ら く じ

（戸ヶ崎２２０１） 

石柱は門の前に２基
き

あります。 

①明治３８年（１９０５年） 

②年代不明 

① 
② 



３８番：西福寺
さ い ふ く じ

（戸ヶ崎２－６２－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

大師堂
だいしどう

は本堂向かって右手にあり、 

大師堂前に弘法大師像があります。 

石柱
せきちゅう

はお寺の入り口につながる道路沿い 

に１基
き

あり、年代不明です。 

 

３９番：真福寺
し ん ぷ く じ

（谷口２８） 

 

 

 

 

 

 

 

お寺としては現存していませんが、大師堂と墓地が残っています。 

大師堂は谷口公民館向かって左にあります。 

石柱は敷地前
しきちまえ

の道路沿いに２基
き

あります。 

①年代不明 

②天保
てんぽう

１４年（１８４３年） 

① 

② 

大師堂 

大師堂 

奥に本堂があります↑ 

石柱 



４０番：西善院
さいぜんいん

（花和田１８９） 

市指定文化財の木造阿弥陀

如来立像（彫刻）があり、７

月には厄
やく

神
じん

祭
さい

が行われます。 

大師堂
だいしどう

は本堂向かって右手

にあります。 

石柱
せきちゅう

は境内
けいだい

に１基
き

あり、 

年代不明です。 

 

 

４１番：密乗院
みつじょういん

（彦江１－２０７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大師堂は本堂向かって左手にあります。 

石柱は境内に２基
き

あります。 

①年代不明 

②天保
てんぽう

１３年（１８４２年） 

 

② ① 

大師堂 



４２番：釈尊寺
しゃくそんじ

（彦江１－１７４）※現在は密乗院の墓地 

石柱
せきちゅう

は境内
けいだい

に２基
き

あります。 

①年代不明 

②天保１３年（１８４２年） 

 

４３番：円
えん

能寺
の う じ

（彦沢１－７１－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市指定文化財の木造
もくぞう

不動明王
ふどうみょうおう

立像
りゅうぞう

（彫刻）があります。 

本堂前に弘法大師像
こうぼうだいしぞう

があります。 

石柱は境内
けいだい

向かって右手に、木に隠れるようにして１基
き

あります。 

天保
てんぽう

１３年（１８４２年）の石柱
せきちゅう

です。 

① ② 



４４番：迎攝院
こうしょういん

（番匠免１－１２７－１） 

迎攝院では、７月に大般若経
だいはんにゃきょう

祭
まつ

り 

（市指定文化財（無形民俗）、埼玉県

選択文化財（無形民俗））が行われます。 

観音堂は市指定文化財（建造物）です。 

境内
けいだい

向かって右手に大師
だ い し

堂
どう

と、年代不明の石柱
せきちゅう

が１基
き

あります。 

 

４５番：善照寺
ぜんしょうじ

（上口１－３７） 

大師堂は本堂向かって左手にあります。 

境内
けいだい

に石柱は確認できませんが、道路沿いに年代不明の石柱が１基
き

あります。 

大師堂 

大師堂 



４６番：延命院
えんめいいん

（彦倉１－８３－１） 

 

 

 

市指定文化財の木造虚空蔵菩薩立像
もくぞうこくぞうぼさつりゅうぞう

（有形民俗）、虚空蔵堂
こ く ぞ う ど う

（建造物）

があります。 

大師堂
だいしどう

は本堂向かって左手にあります。 

石柱
せきちゅう

は門の前に３基
き

あります。 

①年代不明 

②年代不明（上部
じょうぶ

破損
は そ ん

のため） 

③年代不明 

 

４７番：密蔵院
みつぞういん

（彦野１－２５） 

大師堂は本堂向かって左手にあります。 

① ③ ② 
大師堂 

大師堂 



４８番：玉蔵院
ぎょくぞういん

（天神１－５９） 

市指定文化財の木造
もくぞう

阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

立像
りゅうぞう

（彫刻）、木造
もくぞう

地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

立像
りゅうぞう

（彫

刻）があります。 

大師堂
だいしどう

は本堂向かって左手にあります。 

 

４９番：地蔵院
じ ぞ う い ん

（上彦名２７８） 

お寺としては現存していませんが、

大師堂と墓地が残っています。 

敷地内に大師堂と石柱が１基あり

ます。 

年代部分が風化のため剥
は

がれ落ちていますが、「明治」という文字か

ら明治時代の造立
ぞうりゅう

と推測できます。 

大師堂 

大師堂 



５０番：不動院
ふ ど う い ん

（－（彦成）） 

※廃寺（円明院に合併）、現在地不明 

現在の彦成公民館にあったと推定されています。 

 

５１番：円
えん

明院
みょういん

（彦成１－１７９－１） 

市指定文化財の木造
もくぞう

不動明王
ふどうみょうおう

立像
りゅうぞう

（彫刻）、河
かわ

辺
べ

三
さん

ヶ
か

寺
じ

宛
あて

伊
い

奈
な

忠
ただ

次
つぐ

開
かい

発
はつ

手
て

形
がた

（古文書）があ

ります。 

大師堂
だいしどう

は本堂向かって左手にあ

ります。 

石柱
せきちゅう

は境内
けいだい

向かって右手に２

基
き

あります。 

①天保
てんぽう

１３年（１８４２年） 

②天保１３年（１８４２年） 

②は５０番札所の不動院の石柱

です。 

不動院が廃寺
は い じ

になり、円明院に合併されたことで、石柱が移設
い せ つ

された

ことがうかがえます。 

大師堂 

① ② 



５２番：真蔵寺
し ん ぞ う じ

（－（彦糸）） 

※廃寺（安養院に合併）、現在地不明 

現在の彦音公民館にあったと推定されています。 

 

５３番：安養院
あんよういん

（彦糸１－１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境内
けいだい

には市指定文化財（記念物）の大銀杏があります。 

大師堂
だいしどう

は本堂向かって右手にあります。 

石柱
せきちゅう

は門前と道路沿いに２基
き

あります。 

①天保
てんぽう

１２年（１８４１年） 

②年代不明 

大師堂 
① ② 


